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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

    本研究では、  都市環境における人里植物相の変化を在来種のオオバコPlan！！EQ

asiatica L.と近緑な帰化種のセイヨウオオパコP. najor L.  を材料として両租の

分布域の差異が生活史のどのような遣いによって決定されるのかという点に注目して、

現象の因乗関係を生態学的に解明する目的で行われた．  両程は形艫的にも生脇的

にも非常に頬似しているため、検索方法を確立する必要がある。  モのため、  各大学

標本蜜に収蔵されている月昔葉標本並びに現地調査で得た顧本をもとに外部形態を駟定

・比較した。  また、桟型、楽包体数の比較も行った。  これらの結果をもとに、  ま

ず 両 種 の 分 布 を 明 ら か に し た 。   そ し て 野 外 価 体 群 の 鋼 壷 及 び 制 御 環 境 下 に お け る 栽

培実 験を 行 い、   モ れ らを 解析 し て以 下の 結 果を 得た 。

  1．分頬形貫の比較

  各大学篠本窒並びに現地調査で得た測定値および走壷型電子顳微競を用いた租皮の

観察などから次のような検索法を確立した。  種子が成熟している時憾繭乗当りの租

子数、種皮模様、  種子の太きさあるいはこれらの形賀を組み合わせて両租を分頬する

ことができる。  オオバコ：蘋果当りの種子数4～6個．穐皮には不規則な網目模様が

見られる。  種子は楕円形で長き1．6～2．3mm。  種子が未熟で穂皮模様が不明瞭な時

性、胚珠あるいは胚珠の痕跡敷が5～7であれば本租と同定で巻る。  セイヨウオオバ

コ： 蕷果 当 りの 種子 数 （4．）7-14（・24）個、  種皮には陸起した 縞模様が見られる。   種子

は 卵 形 や 角 張 っ た も の な ど 様々 で、   長さ 1．Z～ 1． B mm。   租 皮 模様 が不 明 瞭な とき 拙 胚

珠 ま た は モ の 痕 跡 薮 を 翻 ぺ 8個 以 上 で あ れ ぱ 本 種 と 同 定 で き る ．

  2．分布の比較

  札幌市内では市街地と農地は優占的にセイヨウオオバコに占められる傾向が強く、

森林地域の路傍などにはオオバュが独占的に出現する。  森林地域が市街地と接する
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札 幌 市 の 穣 岩 山 、 手 稲 山 山 麓 で 行 っ た 鋼 査 の 結 果 、 オ オ バ コ は 森 林 被 覆 串 の 高 い 地 区

に 侵 占 的 に 出 現 す る の に 対 し 、   セ イ ヨ ウ オオ バ コ は 比 較的 開 発 の 遣 ん だ地 区 に 多 く 出

現 し て 森 林 被 疆 串 の 高 い 地 区 で の 出 現 串 は 低 か っ た 。   各 個 体 群 で 生 育 環 境 を 弧 壷 し

た 結果 、   セ イヨ ウ オ オ バ コ個 体 群 強 植 被が 小 さく 、  明 るい所 を主た る生 育地と する。

一 方 、   オ オ バ コ 個 体 群 は セ イ ヨ ウ オ オ バ コ 個 体 群と 比 べ て 光 環境 の 良 く な い 所に も 成

立することが明かになった。

  3．生活史の比較

D  両 租 と も 個 体 重 の 増 加 に と も な っ て 、 繁 殖 器 官 全 体 へ の 乾 物 分 配 串 、 租 子 生 産

敷 の 増 加 が み ら れ 、 個 体 童 と 密 接 な 関 係 が あ る こ と が 示 さ れ た 。   し か し 、 個 体 童 ご

とに比較してみるとセイヨウオオパコの方がより多くの種子を生産し、  繁殖器宮全体

への乾物分配串も高い傾向がみられた。  また、  個体の種子生産数と収量構成要素聞

の相関性を解析するとオオバコでは個体当りの花穂本数と花穂当りの錆乗数が租子生

産敷と有意な正の相関性を示した．  それに対し、  セイヨウオオパコでは収量構成要

素全てが種子生産敷と有意な正の相関性を示し、構成要素間にも正の有意な相闘性が

見られた。  従って、  セイヨウオオパコで強補成要素が相互に強く相関し、  各々の増

加倣いずれも個体の種子生産敷の増加に大きく貫献していることが明らかになった。

，奮  裸地と林縁で発芽実験を行った結果、  セイヨウオオパコ租子は裸地で弦播穏後

7～J5日目で98ぢ以上の高い発芽率を示した。  それに対しオオバコ種子は播租後35日

経過しても平均74Sの発芽宰であった。  一方、  林繍ではセイヨウオオバコ種子の発芽

は裸地の屬台と比較して鍍るかに遅れた。  林縁に殻置したオオパコ種子強裸地と比

ぺて発芽開始弦B日間運れたが、  最終的な発芽率では林縁の方が裸地に比ぺて高い傾

向が見られた。  恒温器内で発芽温度を変えての実験結果から、両租の発芽最適温度

は異なり、  セイヨウオオパコの方がより高い最適温度を有し、  裸地などでは有利な特

徴と考えられた。

  ＠  両穐の成長量には有意な差異は見られなかったが、  開花・結実はオオパコと比

ペセイヨウオオパコの方がおよそ20～30日も早く、  約5～9倍もの多くの租子を生産し

た。  また、  各器官への乾物分配串を比較すると、  セイヨウオオバコ独繁殖活動によ

り多くの同化産物を投資して種子生産を優先させるのに対し、  オオバコは地下鼎官へ

多 く の 投 資 を 行 っ て 定 着 を 優 先 さ せ る 生 活 史 特 性 を 有 す る と 考 え ら れ た。
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＠  両種を相対照度14，30，loosの条件下で栽培し、光の強さを変えての光合成速度

を測定した，  両穏とも類似した光合成曲線を描いたが量子収率を算出すると、  いず

れの条件下で育てた個体でもオオバコの方が大きい値を示した。  従って、  セイヨウ

オオパコに比ぺてオオバコの方が弱光をより鋤率良く利用することが出来ると考えら

れる。  また、栽培した個体の生産量並びに繁殖特性を比較した結果、遮光による個

体重、  種子生産敷の減少はセイヨオオパコでより顕著であった。  また、  地下器官へ

の乾物分配率を両種問で比較するとセイヨウオオバコはオオバコの半分程度（およそ

10～15S）の分配しか行わず、  この値は一年生雑草の地下器官への分配串に相当する。

  従って、  セイヨウオオ′くコはモの後の生存卒がオオバコに比ぺ低下するものと考え

られる。

  L罍  密度並びに混植率を変えての栽培実験の結果、最終的な個体童は両租とも混生

する植物種による影譽より、密度による影響の方が大きい傾向が見られた。  また、

セイヨウオオパコの方が成長のより早い時期から周辺個体の影響を受けることが明ら

かになった。  同じ栽培条件間で比較しても6実験区中5実験区で両aの個体童には明

かな差異が見られなかった。  しかし、  繁殖器官への乾物分配牢を同じ栽培条件間で

比較すると常にセイヨウオオバコの方が有意に大きい値を示すことが判明した。  従

って、  セイヨウオオ′くコは密度や混植串が変化しても常にオオバコより多くの同化産

物を繁抽活動に投資する生活史特性を有することが判明した。

  上記の結果からセイヨウオオパコが市街地の路傍やグラウンドなどに分布を拡大し

てきた理由のーつ強、  躡地環境でオオバコに比ぺ迅速で高い発芽性を有し、  モの後の

開花・結実も早くかっ多産性であることが考えられる。  ー方、  在来のオオパコはセ

イヨウオオバコに比ペ調光下でも効率良く光合成を行い地下器官へより多くの乾物を

分配する。  モのため市街地に接する林縁や林遭瞭など光環境の良くない所でも生存

の可能性が高くなると考えられる。

  以上のことより札幌市とモの近郊においてセイヨウオオパコが市街地や農薬地域に

優勢であり、  オオバコが森林地域で優勢である理由の一部を生態掌的に説明すること

が出来ると考えられる。
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  オオバ コ属 摘物は 広く 世界中 に分 布し、そのIヨ然状態におけるゴ三要生育地は海浜、草原、林縁、

ギ i地な ど明 るい開 放地 であり 、垂 直的に は低 地から 高LlI域まで及んでいる。しかし一方、本研究の

対 象と したオ オ′ヽ゛コのように人亜植物、あるいは所謂雑草として耕地や巾街地の踏傍、開放地のよ

うに人間′E tifと密に関連した所に好んで生育する龝類もある。オオバコは日本を｜よじめ東アジァ、

楽 i飼ア ジァ に分布 域を 有し、 セイ ヨウオ オバ コI舌ヨ ーロッパに分布の巾心をもっが、現在はアフリ

カ の南 部と北 部、 オース トラ リアの 東南 部を除 いて 帰化植 物と して、 広く ほとん ど全 世界的 に分布

している。近時我が同においてもセイヨウオオ′ヾコが知られてきている。

  本論文 は在 来のオ オバ コと新 帰化 植物と して のセイ ヨウオオバコにっいて、その爿！態分布と生活

史 に っ い て 、 人 間の 影 驛 カ の 下 で ど う遅 い が あ る か に っい て 研 究 結 果 を まとめ たも のであ る。

  論 文 の 構 成倣 5市 から な る 。 第 1亭は 緒言 であり 、本 研究の 目的 と研究 史に っいて 述べ ている 。

  第 2市 は オ オ バ コ とセ イ ヨ ウ オ オバ コ2龝 の分類 形質 にっい て外 部形態 、襞 の内部 構造 、染色 体

数 と核 型を巾 心に 調査し 、こ れ迄、 極チ 数を区 分の 主要形 質と して来 た分 類学的 手掛 かりに 対し、

染 色体 数の違 い、 種子の 表面 構造の 違い を明確 に示 し、両者を区分する形質的根拠を明らかにした。

  第3章は 取り ．J： げた2っ の種 類の分 布の 比較で 、札 幌市並 びに 近郊に おける分布と生育状況を示

し 、人 為的影 響カ の大き い都 心部に セイ ヨウオ オバ コ、郊 外の 自然状 態の 大きい 、ま た人為 的影替

カ の少 ない地 域に オオパ コが 分布す るこ とを示 し、 その連 いが 生育地 の開 放度の 太き さに関 係する

と した 。生態 的分 布にっ いて みると 、両 種1ま しばし ば混 在する が、 相互に排除しあう程の競合現象

は みら れず、 むし ろそれ ぞれ の縄の 生育 地の微 環境 に対す る耐 性の違 いに あると 結諭 づけて いる。

  第4章は 生活 史の比 較で ある。 まず 、聖f外個体 酢に っいて 物質 生産と 繁殖 特性に つい て研究を行

い、ついで実験個体群を用いて、同様な実験を行った。

  第 5章 は 総 合 考 察 であ る 。 以 上 第 2章 か ら 第 4章 に 頁 る観察 、実 験など で得 られた 知見 に基づ い

て 、オ オパコ とセ イョウ オオ パコの 生態 にっい て総 合考察 を行 ってい る。 1)繁殖 特性に ついては、

オ オパ コでは 個体 当たり の花 穂本数 と花 聴当た りの 朔果数 のみ が個体 の種 7-生産 量と強 いjEの相関
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fIiがある が、 セイヨ ウオオパコでは憫体の稀・チ生産性を決定する花聴当たり本数、花穂当たり朔県

数 、弸果 当た り穐子 数、 穐子重 履す べてが キH互 に正 の相関 を有し、構成要素問の変異が個体の欄子

′  l！産数に大きな影響を及ばしている事を示し、セイヨウオオバコが生育地の環境変化に対しより司

嚠 的に 飃予 の生産 を調 節でき ると 考えた 。2） 生活史 特性 にっい ては 、オオ バコ は地下 器官 に約25

％ あるい はそ れ以J：の同 化産 物を分 配し 、遮光条Pト下の生存率でもセイヨウオオバコより高くなっ

ている。しかしセイヨウオオバコでは分配率｜よ約1 0～15％にすぎず、「ーー年生雑草」として典型的

な ごf！ 活史を 保持 している。光合成生産はオオバコは弱光をより効率的に利用しており、このことか

ら森林域にオオ′ヾコが多く、セイヨウオオ´ヽ゛コが少い卿『l｝を説明できると考えた。3）都市の生育

地 環境で は人 為的撹 乱や 各種の 人為 的影響 が、 このよ うな 人里楠 物群 藩の維 持の上で主要な要因で

あ る。オ オ´ ヾコも セイ ヨウオ オバ コ同様 人里植物に属しているが、セイヨウオオバコの方がよりこ

の 秤の要 因に 依存し てい る。人 為的 影響を 受けた雑草（人単）楠物群落では断続的な草刈や踏み付け

な ど、機 械的 撹乱を 度々 受ける ため 、光環 境は 良好で ある が、個 体の 欠損や それによる死亡が増加

す ると考 えら れる。 この ような 非常 に強い 撹乱 環境下 で、 分類学 的に 近縁の 種類が同所的に生活す

る ときは 、商 い死亡 率を 補える よう な繁殖 特性 や、機 械的 撹乱に 対し て多少 とも刷性あるいは撹乱

を さける よう な＊活 史特 性をも って いるも のが 有利と 判定 きれる 。総 合的に は新帰化植物であるセ

イョウオオ′、゛コの方が在来のオオ´ヾコよりはげしい人為的撹乱により抵抗性があり、それが現在札

幌1｜iおよび近郊における分布の違いを生じたと考えることができる。

  こ のよ うに中 嗣者 は、部 市の 人為的 影響 下にあ る近 縁のオ オバ コ植物 にっ いて、その生態分布と

)1-活史特 性を 明らか にし 、人為 的影 韓の質 的・ 髄的な 違い に伴う両穐の分布の変化を予測する手法

を1用発したもので、環境保全上意義のある研究といえる。

  以Jニにより、審査委貝一同は、申請者が書専：Jニf環境科学）の学位を受ける資格を有するものと認

める次第である。
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